
1 
 

 

２０２０年度 第３回 千葉県支部役員会 議事録 

 

日時： 2020 年 6 月 21 日（日） 13：30～15：30 

場所： web 会議（Zoom） 

 

１．幹事出席状況確認（□出席，△欠席・委任状提出，■欠席） 

□川畑真一支部長、□秋田義一、□秋元英郎、△板谷真積、□今住則之、□大柳規幸、△太田望斗、 

□岡部信也、□岡部政美、□河北慶介、□木村敏宏、□熊田成人、□志澤達司、□進藤秀明、□竹田雅美、 

△西田 宏、□尾頭 誠、□保坂俊雄、□松井 隆、△松本洋一、□向原文典、□山村 央、□山本陽一   

□オブザーバー： 小波盛佳、江藤政継 

以上、委任状提出者も含め計 23 名（出席 19 名，委任状提出 4 名）の幹事が出席し，支部役員会は成立。Web 会

議への参加者はオブザーバーを含め合計 21 名。 

 

２．議事概要 

［審議事項］ 

（1）役員会議事録の作成 書記は秋田幹事、議事録署名人は秋元幹事及び岡部信也幹事が指名・承認された。 

（2）2020 年度第２回千葉県支部役員会議事録（資料 3-1） 承認された。 

（3）2020 年度年次大会（7 月 23 日予定）の開催方式について（山本総務委員長）（資料 3-3） 

 検討の上、次のように承認された。 

 ・2020 年度年次大会はメール会議で実施する。同日に予定していた交流会は中止する 

 ・年次大会資料に県支部メッセージを加え、会報（月刊技術士 8 月号）に同封する 

 検討内容は次の通り。 

 ・延期の可能性 8 月に延ばしてもコロナ禍の状況は流動的であり、CPD のスケジュールとの調整も難しい 

 ・Web 方式での開催も選択肢の一つだが、運用上の課題がある。講演会、交流会をセットで行うところに意味がある。 

 ・交流会は現時点では行えない。講演会は企画委員会にゆだねる 

 ・年次大会の資料は例年参加者にのみ渡していた。支部会員全員に渡す必要があるかとの意見があったが、この機

会に PR してみようということで、活動報告書約 920 部の印刷、配布が了解された 

 ・支部会員が参加する機会を設けられないか？来年もなくなる可能性があるとの意見に対しては、来年になる前に何

らかの方法を考えることにした 

（4）防災の日 防災講演会について （資料 3-6） 

 防災支援チームの提案について十分に審議し、次のように承認された 

 ・千葉市の後援を申請する 

 ・千葉県弁護士会と共催する 

 

［千葉県支部長報告］（資料 3-2） 

 ① (5/26)統括本部総務員会幹事会に参加（山本総務委員長同席） 

・アドバイザー設置について説明 

・本部からは、役職新設は理事会決議が必要でハードルが高いこと。部外の協力者への支払いは問題ないとの回

答を得、提案を取り下げ、支部内呼称で対応することにしたい 

 ② 本部は Web ミーティングに Teams を利用 

・利用してみたが、セキュリティ、使い勝手について Zoom との大きな違いは実感できなかった 
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・現時点では Zoom 等の利用も可 

 ③ 6 月 3 日 船橋市に船橋市新製品・新技術開発促進事業評価委員会委員に川口洋一氏を推薦 

    ・市は同一人が継続して就任してくれることを要望 

 ④ 6 月 16 日 千葉市産業振興財団評議員会 

 ⑤ 今後の予定 なし 

 

【委員会・チーム活動報告】 

（1）企画委員会報告（熊田委員長） （資料 3-4） 

 ① 合格祝賀会中止 

  ・合格者の勧誘が課題 

  ・新年会に合格者を無料で招待するなど方法を検討する 

  ・合格者への連絡については本部と相談 

 ② 第 86 回講演会 

  ・Web 講演会 概ね成功。参加費支払いも 44 人中 未納 1 名（6/21 時点）｡ 

  ・参加費の振り込み方法、領収書、Zoom 運用時の課題など、企画委員会にて検討の上､報告する。 

  ・すでに提出した CPD 報告書を差し替える 

 ③ 第 87 回年次大会講演会 

  ・年次大会の中止を受け、講演会も中止の方向 

  ・千葉大学長に依頼済であるため、学長への説明が課題 

  ・学長との懇談の目的もあるので、機会を改め実施したい 

（2）産官学連携チーム報告（岡部信也 幹事）（資料 3-5） 〔6 月 20 日 第 1 回ミーティング（船橋フェイスビルで実会議）〕  

  ①千葉県の省エネ推進：千葉県産業振興センターから松戸商工会へ紹介あり､松戸の案件にて省エネ診断を実施。 

  ② COVIT19 拡散モデルの取り扱いについて検討 

・月刊技術士掲載 あるいは 学会発表。⇒ 執筆者(川口さん)に確認して､方針を決める。 

③次回(第 2 回)ミーティングは、7 月 18 日に､船橋フェイスビルで実会議の予定 

（3）防災支援チーム会議(5/30)報告（江藤チームリーダー、岡部政美幹事） （資料 2-6） 

 ① 防災の日 防災講演会 (9/5) 

  ・6 月 3 日 千葉県弁護士会防災委員長 永田弁護士と打ち合わせ（江藤リーダ、多田、秋田） 

  ・本件については、役員会で協議、決議の上、本部に報告 

   以下の点で合意 

  ・会場は弁護士会館（会場費は弁護士会） 

  ・千葉市後援を了承 

  ・講師謝金は、それぞれが依頼した講師分を担当する 

  ・資料印刷（１００部程度）を千葉県支部が負担 

  ・弁護士会との共催（共催に関わる協定書は不要） 

  ・千葉県支部は別受付で、CPD 参加費を徴収 

（４） 科学教育支援チーム活動報告（西田チームリーダーよりメール 山本副支部長） (資料 3-7) 

 ① 千葉市科学フェスタ 10/10(土), 11(日)  

  ・主催者より出展規模を縮小して実施との連絡を受け、チーム内準備を開始 

  ・無電源ラジオ制作については京葉高校とのコラボを中止 

  ・授業再開については調整中 
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（５） 技術者教育支援チーム活動報告（小波チームリーダー）   

 ① 6 月 6 日 研究会 放射能測定器 

  ・測定方法や統計処理の考え方について解説 

  ・オンライン検査 

  ・次回は 7 月 4 日 粉体分離をテーマにする予定 

（6） 広報委員会（秋元委員長）  

  ・例年、9 月末に会報を発行して、新規合格者を紹介していた 

  ・今回は特集号とする方向で検討している。協力をお願いする 

  ・新規合格者に届くので、日本技術士会に入会するよう勧誘のことばを集めてはどうか？ 

（7） その他 

 ① 事務所当番 

  ・事務所当番を 7 月は中止する。8 月以降は別途検討する 

 ② 技術相談 

  ・技術相談を 7 月は中止の方向とする。8 月以降は別途検討する 

  ・技術相談のスケジュールが確定したら、今住幹事担当分も竹田幹事が集約し、決定したものを秋元幹事へ送付し

て HP に掲載する 

 ④ 会計監査 

  ・6 月 24 日に実施予定 

 ⑤活動報告書 

  ・活動報告書の修正を今月中に提出 

  ・行政などの審査員名の掲載について、可否を要確認 

 ⑥ 次回の役員会は 7 月に開催予定 

以上 

［配付資料］ 

(資料 3-1) 2020 年度 第２回 千葉県支部役員会議事録 

(資料 3-2) 支部長報告 

(資料 3-3) 年次大会開催方式について 

(資料 3-4) 千葉県支部役員会 企画委員会資料 

(資料 3-5) 令和 2 年度 第 1 回 産官学連携チーム ミーティング 

(資料 3-6) 防災支援チーム 第 49 回 議事録（案） 

(資料 3-7) 科学教育支援チーム報告 （メール） 

 

 

議事録作成者                秋田 義一 

議事録署名人（署名捺印省略） 川畑 真一 

秋元 英郎 

岡部 信也 


